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社会科学部学生論文集の刊行に寄せて
早稲田大学社会科学総合学術院長 多 賀　秀 敏
2010年3月25日、社会科学部は第41期生を世に送り出した。その約1週間後、4
月1日に入学した新入生は、第45期生にあたる。したがって、本年度は、学部創設
から数えて45年目にほかならない。
社会科学学会の企画で、創設 40周年を記念して、本書と同様の学生論文集が刊
行されている。さらに、早稲田大学創立 125周年を記念して、社会科学部は、韓
国、中国、ベトナム、フィリピン、タイ、シンガポールに、本学部生を派遣し、梨
花女子大学校、北京大学、ハノイ国立大学、デラサール大学、チェンマイ大学、シ
ンガポール国立大学から、学生を招待した。東アジアの7つの大学から集まった学
生によって、「アジア学生フォーラム」が開催され、実のある交流が展開された。
そのときにも、社会科学学会の補助で、「アジア学生フォーラム学生論文集」を刊
行している。これと同様に、昨年度も、周年事業とは無関係に、社会科学学会のイ
ニシアティブで『早稲田社会科学総合研究』別冊として「学生論文集」を刊行し
た。したがって、本論文集は、社会科学部学生論文集と銘打って刊行される冊子と
しては、4冊目になる。このように関係の教職員のご尽力と学生たちの熱意によっ
て、年1回の「学生論文集」の刊行は定着したと言って差し支えないだろう。
本論文集は、2009年度の卒業生が執筆陣の中心になっている。一読して水準の高
さを誰しも認めるであろう。あたら 45年の歳月のみを重ねた学部ではない。こう
した論文を生み出す背景には、これまでの教職員、諸先輩の並々ならぬ努力があっ
たことを忘れてはなるまい。一学徒として虚心坦懐にこれらの論文に接すると学ぶ
ことが多い。日ごろから、社会科学の臨床学部でありたいというのが個人的な思い
であった。本論文集を見ると、その感を強くする。より具体的なより現代的な社会
社会科学部創立40周年記念学生論文集
現象や社会問題に正面から向かい合った論文のなんと多いことか。なかには、まる
でこの世代の自己分析をする若者と対話を交わしているような思いで読めるものも
ある。
しかも、単独論文あり、集団発表あり、留学生の論文ありとバラエティに富んで
いる。形式ばかりではなく、内容は、まさに総合学術院そのものであるのは重ねて
言うまでもない。その指導にあたった教員も専任あり、非常勤あり、助教ありとい
う変化に富む。最も情熱を傾けて取り組める課題を選択する自由、もっとも適切な
指導者を求める自由、そしてなによりも自己表現する自由。幅広い視野で垣根を取
り払う自由な学部の持つ理想が貫徹している。
200名を越える教員、60を上回るゼミナール、学生をもっとも大切にしていると
いう評価が定着している職員、少子化が進む日本では考えられないような倍率の難
関を突破してきた学生、それがあいまって日常を形成している社会科学部の成果の
一端である。豊かな学際性、国際性、社会性の具体的表現でもあろう。学術院長と
しては、誇りを持って、本書を公のものとする。
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